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（１）「新たな鹿角流ビジネスモデルの構築に向けた課題と対策の検討」にむけて

はじめに

～令和３年度に行ったこと～

本市は、少子高齢化を要因として、産業各分野の担い手が減少、後継者不足に
なっている。また、多様な資源を抱えているものの、十分な付加価値を付けられず、稼げ
るポテンシャルを活かしきれていない。「稼げる産業」×「やりがいと楽しい産業」＝「やりた
くなる仕事」となるような、鹿角市独自の新たなビジネスモデル構築に向け、取り組むべ
き課題を、鹿角市産業部及び総務部のメンバーにより、それぞれの担当分野である人
口・産業・観光・農業・林業ごとに分析を行った。

（２）「RESASを活用した施策立案支援事業」の活用

地域の現状・実態を把握するツールとしてRESASを活用することし、施策立案に活
用する手法について東北経済産業局の支援を受けながら、分析を実施した。産業分
野、特に「製造業の労働生産性の向上」焦点を当て、ワークショップを経て、令和４年
度の新規事業の立案を実施した。
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鹿角市ってどこ？
北東北のちょうど
真ん中にあります

鹿角市大館能代

盛岡市✈飛行機
羽田⇒大館能代
1時間10分

🚙国道
50分

🚌 東北道
8時間25分

🚅新幹線
2時間10分

🚌東北道
1時間20分

東 京
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国立公園の大自然に囲まれた

多くの世界遺産を守り続けるまち
十和田八幡平国立公園の大自然に囲まれ、世界文化遺産と2つのユネスコ無形文化遺産を持つ全国でも類い希な文化都市です。

近代化産業遺産の史跡尾去沢鉱山と、２つの道の駅があり、観光及び産業の拠点となっています。

縄文時代から現代に至るまで、ここ鹿角市では様々な文化が生まれ、市民が大切に守り続けています。
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RESAS_総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」再編加工

産業構造マップ → 全産業 → 労働生産性（企業単位）

• 鹿角市の労働生産性は県、全国平均より低い。

• 近隣では、仙北市よりは高いが、大館市・小坂町・十和田市・八幡平市より低い。

2016年 労働生産性（企業単位）すべての大分類

※労働生産性＝付加価値額（企業単位）÷従業者数（企業単位）で算出

➢ 企業単位での労働生産性を産業別に表示

鹿角市 秋田県 全国 大館市 小坂町 仙北市 十和田市 八幡平市

労働生産性（企業単位）順位

鹿角市(2016)
秋田県内 全国
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内
部
環
境

強み（strength） 弱み（weakness）

• 生産額でみると、３次産業の中では電気業の割
合が秋田県・全国平均よりも際立って高い。

• 稼ぐ力では「林業」、「農業」が高い。
• 「住宅賃貸業」、「電気業」は、比較的生産額が多
く、域外からも稼いでいる産業である。

• 移輸出入収支では「電気業」、「農業」、「宿泊・飲
食サービス業」等がプラスとなっており、域外から所
得を得ている。

• 東北自動車道で北東北三県の主要都市と繋がっ
ている。

• 鹿角市の労働生産性は相対的に低い。
• 介護事業や建設業など、社会保障費・公共事業費に依
存する産業へのウェートが高く、稼げる産業が育っていな
い。

• 創業比率が低く、事業者の新陳代謝が進んでいない。
• 地域経済循環率が低い。
• 市民所得が低い。

外
部
環
境

機会（opportunity） 脅威（threat）

• 「脱炭素社会」への転換が世界的な潮流になって
いる。

• 半導体の国産化が進む。
• IoTやAIなどの進化により、労働力不足を補える可
能性がある。

• 副業解禁に加え、コロナでテレワークが一気に進み、
鹿角市外に転出しなくても働ける可能性がある。

• 全国的な人口減により、地方同士の人口の奪い合いが
懸念される。

• ニプロ（大館市）の増設で、市内労働力のさらなる流出
が懸念される。

注力すべき問題点：産業全体の労働生産性の低さ

鹿角市の強み・弱み・機会・脅威
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製造業の労働生産性が低い要因を抽出

製造業の
労働生産性が

低い

付加価値額が低い

鹿角市外にお金が
流出している

最終製品を生産す
る企業が少ない

Tier階層が低い企
業・事業所が多い

事業者同士のつなが
りが弱い

鹿角市に魅力的な
企業が少ない

若者が就職したいような
企業が少ない。

給与水準を上げるような
利益の増加、コスト削減
が進んでいない

IT人材が鹿角市に不足
している

企業自身がIT技術をどのよ
うに活用したらよいか分から
ない

設備投資効果の分析が
十分でない

地域産業の巻き込
みが弱い

市内企業で人材確
保ができず、付加価
値を高めたくてもでき
ない

高卒就職の減少、
大学進学してからの
戻りが少ない

鹿角市の給与水準
が低い

コスト削減が進んで
いない（ムリ・ムダ・ム
ラが多い）

設備を効率的に使用できて
いない（設備生産性の低
下）

主な要因

主な要因

主な要因

人材育成にかける時間と
資金が不足している。

コスト削減に取り組む人材
育成不足

設備投資できるだけ
の余力がない

主な要因
労働装備率が低い
のではないか

若者への企業のPRが足り
ていない
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企業力強化促進事業

取組内容：産業コーディネーターを配置し、
①販路開拓、域内取引の拡大（継続）
【期待する効果】売上額の向上、移輸出入額の改善

②小集団改善活動の促進（継続）
【期待する効果】人材育成によるコスト削減

③財務分析（新規）
【期待する効果】個々の企業の課題を明確化

④DX推進（新規）
【期待する効果】コスト削減

企業立地促進事業（高度化支援）

取組内容：設備投資の助成（継続）
【期待する効果】労働装備率の向上

産業人材育成支援事業（研修・資格取得助成）

取組内容：従業員の研修・資格取得にかかる費用を助成
（継続）

【期待する効果】人材育成によるコスト削減、売上向上

鹿角市第7次総合計画との関連性 解消したい要因

基本戦略1_活力を生む地域産業・生
業を支える
取組方針1_地域産業の成長を支援し
ます
②製造業の域際収支の改善を目指し
た産業の高付加価値化

基本戦略1_活力を生む地域産業・生業を支
える
取組方針1_地域産業の成長を支援します
①地域産業の自走力を高める経営基盤の強
化

鹿角市第7次総合計画との関連性 解消したい要因

基本戦略1_活力を生む地域産業・生
業を支える
取組方針1_地域産業の成長を支援
します
①地域産業の自走力を高める経営基
盤の強化

鹿角市第7次総合計画との関連性 解消したい要因

地場産業を巻き込めてい
ない

給与水準が低い

設備投資効果の分析が
十分でない

設備投資して労働生産性向
上につながっているものの、労
働装備率や設備生産性が低
下している企業もある
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コスト削減に取り組む人材
育成不足

人材育成にかける時間と資
金が不足している。



新たな取組み

・地域内連携事業（H28~R3）を発展させ、「企業力強化促進事業」として、
産業コーディネーターを増員して実施。

③財務分析（新規）

【期待する効果】個々の企業の課題を明確化

・中小企業診断士に依頼し、決算書を分析して

企業が取り組むべき個別課題を明確にする。

④DX推進（新規）

【期待する効果】コスト削減

・都市部に勤務するプロ副業人材と市内企業をマッチング

させ、DX導入によるコスト削減を図る。
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観光

人口 産業

農業

林業

令和３年度のワークショップでは鹿角市の
市民所得が低いという長年の課題に対して、
産業を支えている製造業の労働生産性向
上について議論を実施した。

農業

農業

RESASを用いて深堀

ターゲットを絞って仮説の設定

施策・立案

八幡平
ポーク

かづの牛
淡雪
こまち

北限の
桃

鹿角
りんご

トマト
きゅうり
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鹿角市の農業の特徴02
農業分析
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鹿角市の農業の特徴は？

出典：RESAS
農林水産省「農業センサス」
農林水産省「市町村別農業産出額(推計）」

• 本市を中心とした、北東北の周辺市町村と農業産出額を比較すると中位に位置する。

産業構造マップ → 農業 → 農業算出額

都道府県名 市区町村名
農業産出額計
（千万円）

青森県 弘前市 4,298

青森県 十和田市 2,465

岩手県 八幡平市 1,393

秋田県 大館市 1,205

青森県 平川市 1,171

秋田県 鹿角市 957

秋田県 能代市 853

秋田県 北秋田市 745

青森県 田子町 690

秋田県 仙北市 656

青森県 大鰐町 281

秋田県 小坂町 244

大館市
能代市

北秋田市

仙北市

八幡平市

田子町

大鰐町

弘前市
十和田市

平川市

2018年

小坂町

鹿角市
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鹿角市の農業の特徴は？

2018年の主要作物マップ

• 秋田県内では、第１位の作物はほぼ米。米以外が１位なのは、鹿角市、小坂町、大館市の
３市町のみ。一方、岩手県、青森県では米の１位市町村が少なくなる。ヤマセの地域とリンゴの
地域の中間に位置している。

出典：RESAS
農林水産省「市町村別農業産出額(推計）」

産業構造マップ → 農業 → 農業の構造

鹿角市

県名 市町村名
主要
作物

主要作物の
農業産出額
（千万円）

秋田県 鹿角市 豚 378

秋田県 小坂町 豚 X(秘匿値)

秋田県 大館市 鶏卵 417

秋田県 北秋田市 米 359

秋田県 能代市 米 493

秋田県 仙北市 米 355

岩手県 八幡平市 米 226

青森県 弘前市 果実 3,576

青森県 十和田市 野菜 916

青森県 平川市 果実 680

青森県 大鰐町 果実 218

青森県 田子町 ブロイラー 131

大館市
能代市

北秋田市

仙北市

八幡平市

田子町

小坂町

大鰐町

弘前市
十和田市平川市
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秋田県の農業産出額は？ -東北６県との比較-

• 秋田県の農業産出額は東北最下位である。他県に比べ、米の割合が多く、過半を占めている。
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出典：RESAS
農林水産省「農業センサス」
農林水産省「市町村別農業産出額(推計）」



鹿角市の農業の特徴は？

• 平成30年度の鹿角市の産出額では秋田県内 第６位（957千万円）である。

横手市
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出典：RESAS
農林水産省「農業センサス」
農林水産省「市町村別農業産出額(推計）」



• １経営体あたりの経営耕地面積が少ないほど複合経営が進んでいる傾向がある。
• 大潟村は右下に突出するため省略。
• 複合経営 強み（米価下落の影響が弱まる）弱み（労働生産性低い？）

複合経営体と経営耕地面積の関係（2020農林業センサス 加工（大潟村除き））

秋田市

能代市

横手市

大館市

男鹿市

湯沢市

鹿角市

由利本荘市

潟上市

大仙市

北秋田市

にかほ市

仙北市

小坂町

上小阿仁村

藤里町

三種町

八峰町

五城目町

八郎潟町

井川町

美郷町

羽後町

東成瀬村

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

200.00 250.00 300.00 350.00 400.00 450.00 500.00 550.00 600.00

複
合
経
営
体
の
割
合

１経営体当たりの経営耕地面積（a）

○の大きさ
は市町村の
経営耕地面
積計を示す

複合のライバル（比較
対象）はここか？

15



• 県内順位では、産地形成やブランド化を進めている作物の特徴が出ている。
• 意外なのがいちご。①湯沢市、②羽後町についで3位。
• 統計データには、市でブランド化を進めている作物（淡雪こまち、枝豆、しぼり大根、ｼﾝﾃｯﾎﾟｳﾕ
ﾘ、啓翁桜など）単独の産出額がないものも多い。

販売額の県内順位（令和２年市町村別農業産出額）
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雑穀 豆　類

小 麦
二 条
大 麦

六 条
大 麦

はだか
麦

そ ば 大 豆 小 豆
ばれい

しょ
かん
しょ

972 561 257 x - - x - 6 6 2 2 0 1 1 -

Ｒ2 7 11 16 5 1 1 1 15 15 10 19 19

Ｒ１ 7 13 16 5 5 2 2 15 15 10 18 18

Ｈ３０ 6 13 16 3 3 1 2 2 18 18 12 15 15 10

Ｈ２９ 6 13 17 3 3 2 2 20 21 8 16 15 11

だいこ
ん

にんじ
ん

さとい
も

やまの
いも

はくさ
い

キャベ
ツ

ほうれ
ん そう

レタス ね ぎ
たまね

ぎ
ブロッ
コリー

きゅう
り

な す トマト
ピーマ

ン
いちご メロン すいか その他

147 3 4 0 1 1 1 4 0 7 0 0 71 2 22 0 3 0 0 28

Ｒ2 10 8 1 16 7 9 13 6 6 15 18 13 1 16 4 12 3 15 18

Ｒ１ 11 8 1 15 7 9 11 6 6 15 18 15 1 16 4 9 3 14 18

Ｈ３０ 10 12 5 12 5 10 14 7 10 15 20 12 3 17 5 10 3 10 16

Ｈ２９ 11 12 5 13 5 10 13 7 8 15 20 12 3 18 5 8 3 10 14

みかん りんご ぶどう
日本な

し
西洋な

し
もも

おうと
う

びわ かき くり うめ すもも
キウイ

フルーツ
パイン

アップル

123 - 81 1 0 1 40 - - 0 - - 0 - - 12

Ｒ2 3 2 7 13 5 1 2 6 7

Ｒ１ 3 2 7 13 5 1 2 6 7

Ｈ３０ 3 2 8 14 7 1 7 4 3 5

Ｈ２９ 3 2 8 14 8 1 10 4 3 5

さとう
きび

葉たばこ
茶(生
葉)

てんさ
い

こんにゃ
く

いも

10 - 0 - - - x

Ｒ2 3 8

Ｒ１ 3 5

Ｈ３０ 1 1 5

Ｈ２９ 1 1 5

生 乳 乳 牛 鶏 卵 ブロイラー 荒茶 畳表

411 37 25 21 4 348 0 - x 1 - - -

Ｒ2 4 5 6 6 3 3 12 4 8

Ｒ１ 3 5 6 6 3 3 12 4 8

Ｈ３０ 3 4 5 5 3 2 13 4 6

Ｈ２９ 3 5 5 5 3 2 13 4 5

県内順位

県内順位

県内順位

県内順位

県内順位

計
い  も  類

計 計計
麦　類

産出額(1,000万円)

区 分

産出額
計

①+②
+③

耕種計
①

米

区 分 計
野  菜

産出額(1,000万円)

区 分 計
工芸農作物

その他
作物

果  実
花 き

産出額(1,000万円)

産出額(1,000万円)

区 分 計

鶏 その他
畜産物

計
③

加工農産物

産出額(1,000万円)

区 分
畜産計

②
肉用牛 豚 計計

乳  用  牛



• 特徴的な作物を黄色で着色。
• 時期や季節での特徴的なものもあるかもしれない（年額では把握できない）。
• 全国順位になると、県内順位に比べ途端に特徴がなくなる。

産出額の全国順位（令和２年市町村別農業産出額）
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雑穀 豆　類

小 麦
二 条
大 麦

六 条
大 麦

はだか
麦

そ ば 大 豆 小 豆
ばれい

しょ
かん
しょ

972 561 257 x - - x - 6 6 2 2 0 1 1 -

Ｒ02 277 305 158 682 166 26 21 391 313 295 1115 940

Ｒ0１ 290 324 163 686 563 43 38 297 224 320 927 675

Ｈ３０ 281 345 186 651 532 153 36 33 486 367 526 811 526 1092

Ｈ２９ 302 399 218 577 460 60 54 635 549 302 806 570 1091

だいこ
ん

にんじ
ん

さとい
も

やまの
いも

はくさ
い

キャベ
ツ

ほうれ
ん そう

レタス ね ぎ
たまね

ぎ
ブロッ
コリー

きゅう
り

な す トマト
ピーマ

ン
いちご メロン すいか その他

147 3 4 0 1 1 1 4 0 7 0 0 71 2 22 0 3 0 0 28

Ｒ02 392 345 156 992 247 358 650 307 763 380 1226 1183 38 688 213 715 566 524 940

Ｒ0１ 437 348 309 1000 188 376 575 304 657 389 1183 1183 38 685 224 651 557 520 913

Ｈ３０ 488 488 318 773 147 455 676 439 828 358 1282 993 66 725 233 572 581 321 787

Ｈ２９ 553 600 482 820 171 634 758 484 760 444 1300 1021 86 711 269 513 570 327 801

みかん りんご ぶどう
日本な

し
西洋な

し
もも

おうと
う

びわ かき くり うめ すもも
キウイ

フルーツ
パイン

アップル

123 - 81 1 0 1 40 - - 0 - - 0 - - 12

Ｒ02 156 37 510 648 68 23 579 358 485

Ｒ0１ 181 37 503 633 62 45 467 353 474

Ｈ３０ 204 38 516 666 87 51 691 249 536 332

Ｈ２９ 205 38 553 666 103 48 719 246 561 354

さとう
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茶(生
葉)

てんさ
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こんにゃく

いも

10 - 0 - - - x
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Ｒ0１ 217 531
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生 乳 乳 牛 鶏 卵
ブロイ
ラー

荒茶 畳表

411 37 25 21 4 348 0 - x 1 - - -

Ｒ02 221 398 476 474 402 44 856 370 298

Ｒ0１ 224 417 460 473 364 42 874 370 295

Ｈ３０ 191 362 468 487 363 35 932 395 215

Ｈ２９ 190 443 450 476 318 34 937 395 256

全国
順位

全国
順位

全国
順位

全国
順位

全国
順位

工芸農作物
その他
作物

計
乳  用  牛

計

鶏

計
い  も  類

果  実
花 き

区 分 計
野  菜

産出額(1,000万円)

計

産出額(1,000万円)

区 分

産出額
計

①+②
+③

耕種計
①

米 計
麦　類

区 分 計

産出額(1,000万円)

産出額(1,000万円)

区 分 計

その他
畜産物

計
③

加工農産物

産出額(1,000万円)

区 分
畜産計

②
肉用牛 豚 計



• 県全体でのＪＡへの出荷比率は下落傾向
• 鹿角市のＪＡへの出荷比率は微減

農産物販売金額１位の出荷先（農林業センサス）

85.0%

69.2%

84.0%

70.1%

81.3%

68.8%

10.0%

19.7%

10.1%

15.7%

11.7%

18.2%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

秋田県 鹿角市 秋田県 鹿角市 秋田県 鹿角市

2005 2005 2015 2015 2020 2020

農協 農協以外の

集出荷団体

卸売市場 小売業者 食品製造業・

外食産業

消費者に

直接販売

その他

2005 2015 2020

18



• 面積、販売額ともに米の占める割合が圧倒的に多い。
• 圧倒的な稼ぎ頭の米に需要減という大きな課題がある。コロナ前からの需要減少傾向とコロナ
による需要減を踏まえ、米を品種ごと、販売先ごとにどのように有利販売するか検討が必要。

主要作物の作付面積および販売額（R2ＪＡかづのデータ）
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• 面積はりんご、もも、えだまめ、葉たばこの順に多い。もも生産者数はりんごの内数。
• 販売額はきゅうり、葉たばこ、りんご、ももの順に多い。りんご・ももはJA以外の出荷も多い。
• 複合経営を特色づけるこれら作物の方向性を作物ごとに分析し、示す必要がある。
• 面積、販売額、生産者数は比例しない（面積当たりの販売額の違いをどうとらえるか）
• 時間当たり、人数あたりの販売額、労働生産性はどうなのか？

米以外の主要作物の作付面積および販売額（R2ＪＡかづのデータ）
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課題の整理（農業生産と流通）

課題を抱える作物 伸びしろがある作物

Ｊ
Ａ
系
統
出
荷

＜現状維持＞
○米、りんご

※人材確保・省力化へテコ入れ
※多数が取り組める有利販売につなが
る生産方法や市場分析を実施

＜作付け拡大＞
○桃：市場に求められている。今まで以
上に作付け拡大を推進
○きゅうり：作りやすさから新規就農者
が多い。時期分散など市場分析が必要
○ネギ：法人参入により伸びている。人
材確保、生産確立、市場分析。

Ｊ
Ａ
以
外
へ
の
出
荷

＜個人販売・売り先拡大＞
○りんご：ふるさと納税などをきっかけに
有利販売の環境整備し広げていく
○そば：まずは面積拡大をおさえ、適
正管理に切り替え。他産地を参考に品
質を向上して有利販売へ。

＜生産・流通へ仕掛け＞
○いちご：実は県内でも生産上位。北
東北にも観光いちご園はあるものの、道の
駅と結びつけはまだないのでは。
○米：JA・主食業者との調整も必要だ
が、ふるさと納税や精米販売に可能性が
あるのでは。

観光・食品製造との連携
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「農業生産」への対応策（内部的）

◆省力化・収量増
・スマート農業推進事業（拡充）
・各種機械等導入支援に関する事業（継続）
【期待する効果】高齢化への対応。収量・品質の増加。

◆人手不足
・農業サポーターマッチング事業（拡充）
・新規就農者育成支援事業（拡充）
【期待する効果】人材確保による生産拡大、有利販売への取り組み

◆大規模化
・農地集積促進事業、県営基盤整備事業（継続）
【期待する効果】農地集積・集約による生産コストの削減

「流通経路」への対応策（外部的）

◆価格へ転嫁できる取り組み
・農畜産物販売促進事業、アグリビジネス支援事業（継続）
【期待する効果】
プランディング
域内流通（観光・食品製造との連携）
他市場、ふるさと納税、ECサイト
系統出荷（まずはゼロ予算、県・JAと連携）

鹿角市第7次総合計画との関連性 解消したい要因

基本戦略1_活力を生む地域産業・生
業を支える
取組方針1_地域産業の成長を支援し
ます
③効率的な農林業経営による経営安
定と競争力の強化
④生産基盤の整備による農業生産力
の維持・向上

取組方針2_市民等の意欲ある就労・就農を
支援します
③農林業の担い手育成と定着支援

経営戦略1_まちに人・モノ・外貨を呼び
込む
取組方針23_販売重視型農業と６
次産業化を進めます
①、②、③

鹿角市第7次総合計画との関連性 解消したい要因

省力栽培技術が無い、もしく
は普及されてないのではない
か

人手が足りていないのではな
いか（人件費捻出できな
い？単なる人材不足？）

法人の許容面積が限界に
近いのではないか

農業をしたいと思わないので
はないか

価格に反映できるような鹿
角の農業の強みが見えてい
ないのではないか

販売額が低いからではない
か

野菜等
米

りんご
きゅうり

米
野菜団地

栽培方法、GI

いちご

米

きゅうり、ネギ
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JAかづの令和3年度 販売額（千円）鹿角市の農産物は特色が多い

作物・流通経路の組み合わせで
課題・対策が分岐する

＜要素を減らし整理する＞

農業生産(作物ごと)
流通経路(市場・外)

作物ごとに課題整理

JA販売額第２位で、10a当たりの
単収（※）が増加しているきゅうりに着目

戸数 面積 生産量 単収

（戸） （ha） （t） (kg/10a)

21 231 21.4 1,656.0 8,056
22 212 20.2 1,710.5 8,900

23 179 17.8 1,692.3 9,756

24 173 17.1 1,812.7 11,241
25 156 15.5 1,665.3 11,600

26 146 13.8 1,640.5 11,888

27 142 11.8 1,604.4 13,597

28 142 11.7 1,626.0 13,897
29 138 10.8 1,452.0 13,444

30 132 10.4 1,368.0 13,154

Ｒ１ 132 10.4 1,559.6 14,996
Ｒ2 132 12.0 1,465.9 12,216

Ｒ3 134 10.4 1,518.3 14,599

ＪＡかづの販売実績（鹿角市分）

きゅうり

年度

※単収とは・・・一定面積(10aが通常)あたりの収量(kg)
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鹿角市のきゅうりの特徴03
農業分析
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• きゅうりの農業産出額は２年連続県内第一位。
• 露地栽培での単収の高さ＝技術力の高さが要因と考えられる。

産出額の県内順位（令和２年市町村別農業産出額）

R2年　農業産出額（キュウリ） R1年　農業産出額（キュウリ）

産出額

(1,000万

円)

県内順位 全国順位

産出額

(1,000万

円)

県内順位 全国順位

鹿角市 71 1 38 鹿角市 57 1 38

横手市 50 2 51 横手市 40 2 54

湯沢市 34 3 87 湯沢市 27 3 94

羽後町 21 4 142 羽後町 17 4 151

由利本荘市 18 5 166 由利本荘市 15 5 174

北秋田市 14 6 221 北秋田市 11 6 233

大館市 9 7 326 大館市 7 7 355

大仙市 8 8 339 大仙市 7 8 360
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だいこ
ん

にんじ
ん

さとい
も

やまの
いも

はくさ
い

キャベ
ツ

ほうれ
ん そう

レタス ね ぎ
たまね

ぎ
ブロッ
コリー

きゅう
り

な す トマト
ピーマ

ン
いちご メロン すいか その他

147 3 4 0 1 1 1 4 0 7 0 0 71 2 22 0 3 0 0 28

127 3 1 0 1 1 1 4 0 6 0 0 57 2 20 0 3 0 0 28

116 2 1 0 2 1 1 3 0 7 0 0 39 2 23 1 3 1 0 30

101 2 1 0 1 1 1 3 0 6 0 0 30 2 19 1 3 1 0 30

計
野  菜

• 2020年の農業産出額(野菜)は14億7千万円で近隣市町村のなかでも平均に近い。
• 統計データでは野菜の産出額は増加傾向であり、そのけん引役は「きゅうり」である。
• 一方でJAかづのの販売額では・・・

鹿角市

27

出典：RESAS
農林水産省「農業センサス」
農林水産省「市町村別農業産出額(推計）」
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戸数 面積 生産量 単収

（戸） （ha） （t） (kg/10a)
21 231 21.4 1,656.0 8,056

22 212 20.2 1,710.5 8,900

23 179 17.8 1,692.3 9,756

24 173 17.1 1,812.7 11,241
25 156 15.5 1,665.3 11,600

26 146 13.8 1,640.5 11,888

27 142 11.8 1,604.4 13,597

28 142 11.7 1,626.0 13,897
29 138 10.8 1,452.0 13,444

30 132 10.4 1,368.0 13,154

Ｒ１ 132 10.4 1,559.6 14,996

Ｒ2 132 12.0 1,465.9 12,216
Ｒ3 134 10.4 1,518.3 14,599

ＪＡかづの販売実績（鹿角市分）

きゅうり

年度

• 生産者数、面積は減少傾向→ここ数年は横ばい。
• 単収の向上により、生産量を維持している。あわせて販売額も横ばい傾向。（市場価格に大
きく左右される。） 28



• 市場単価は、月・年で変動。
• 収穫は７月から採れはじめ、8-9月がピーク。
• 販売額は市場単価に左右される。
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• 農業経営者の高齢化率(62.22%)は秋田県平均(61.66%)に近い。→全県的に高齢化が

進行

きゅうりに限らず、生産者の高齢化が進行している。
• 基幹的農業従事者の高齢化率(72.67%)も同様。

鹿角市
鹿角市 鹿角市

秋田県
平均

秋田県
平均

全国平均 全国平均

30

出典：RESAS
農林水産省「農業センサス」
農業経営者の高齢化率（65歳以上の割合）
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• きゅうり露地栽培30aだと、経営指標上では計算上は36時間/1日あたりの労働時間
→家族4人総出で休日なしの計算となる。
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SWOT分析（鹿角のきゅうり）

内
部
環
境

強み（strength） 弱み（weakness）

・露地栽培なのに非常に高い単収(平均
14t/10a)、県内一の生産量、R3販売
額:3.6億円
・生産者の技術が高い（栽培管理・土
づくり・潅水システム）
・露地栽培に適した気候（収穫期間が
長い）。初期投資がグッと抑えられる。
・生産者がJAに出した日に市場に出荷
・個別選果で高品質、手数料も安い
・新規就農者が比較的多い

・高単収を支えているのが人力と家族労働
（朝・夕の収穫選別作業）のため、一経営
体当たりの作付上限は20-30a。スケール化
できない。
・労働がきつい（早朝収穫、夜中選別）
・共同選果が導入されていない
・生産者の高齢化
・ハウス栽培が進んでいない
・潅水システムの導入は約5割
・販売額が伸び悩んでいる

外
部
環
境

機会（opportunity） 脅威（threat）

・寒冷な気候による産地リレー
・市場から一定の評価（独自規格
22→21cmが若干高値）
・安定した市場価格（消費者からのニー
ズが安定している）

・気候などによる産地リレーのずれ→低単価
・ブランドになっていない（高品質が市場で評
価されていない）

注力すべき問題点：きゅうりの販売額の伸び悩み 32



注力すべき問題点の仮説を構造化

販売額の伸び悩み
労働生産性が頭打ち
になっているのではな
いか

露地栽培と施設栽培の割
合の適正化ができていない
のではないか

面積拡大をできない
からではないか

付加価値が低いので
はないか

早朝収穫・夜間選果
が負担なのではないか

人手が足りないので
はないか

高齢化が進んでいる
のではないか

共同選果（機械化）がで
きておらず、個別選果になっ
ているのではないか

機械化が進んでいな
いのではないか

労働力が必要な時期
を分散していないので
はないか

アルバイトを頼めるほどの収
益になっていないのではない
か

早朝・夜間にアルバイトを頼
めないのではないか

後継者が不足してい
るのではないか

有利販売ができてい
ないのではないか

農業をしたいと思わないので
はないか

市場が求める高品質
にさらに向かう方法が
あるのではないか

産地リレーが成立して
いないのではないか

生産者数が増えてい
ないのではないか

33



構造化した仮説から問題点の主な要因を抽出

販売額の伸び悩み
労働生産性が頭打ち
になっているのではな
いか

露地栽培と施設栽培の割
合の適正化ができていない
のではないか

面積拡大をできない
からではないか

付加価値が低いので
はないか

早朝収穫・夜間選果
が負担なのではないか

人手が足りないので
はないか

高齢化が進んでいる
のではないか

共同選果（機械化）がで
きておらず、個別選果になっ
ているのではないか

機械化が進んでいな
いのではないか

労働力が必要な時期
を分散していないので
はないか

アルバイトを頼めるほどの収
益になっていないのではない
か

早朝・夜間にアルバイトを頼
めないのではないか

後継者が不足してい
るのではないか

有利販売ができてい
ないのではないか

農業をしたいと思わないので
はないか

市場が求める高品質
にさらに向かう方法が
あるのではないか

産地リレーが成立して
いないのではないか

生産者数が増えてい
ないのではないか

主な要因

34



• 有効求人倍率が高止まりで鹿角は県内でも上位。この状況で農業に人手を求めるのは難しい。

早朝・夜間にアルバイトを頼
めないのではないか

35



路地夏秋（6-10月） 3

面積(a) 30

粗収益(円) 7,800,000

所得(円) 4,244,340

所得率 54.4%

施設抑制（8‐11月） 2

面積(a) 30

粗収益(円) 4,356,000

所得(円) 1,862,580

所得率 42.8%

施設半促成（5‐7月） 2

面積(a) 30

粗収益(円) 6,372,000

所得(円) 3,495,291

所得率 54.9%

所得率は決して低くはないが、
労働集約型作物であるため、
人手が増えたとしても作付
け面積や販売額が単純に増
加するわけではない
↓
アルバイトを頼むと作業は楽
になる
↓
一方で手取りが減る

• 家族労働で成り立っており、現状のままアルバイトを頼むと所得が単純に減少する。

アルバイトを頼めるほどの収
益になっていないのではない
か

36



• 県内他市町村に比べ、施設栽培の面積比率が一番低い。

露地栽培と施設栽培の割
合の適正化ができていない
のではないか

37



• 共同選果などの労働力支援があれば、産地としての増産体制が進むのではないか。

共同選果（機械化）がで
きておらず、個別選果になっ
ているのではないか

38

個別選果
（個人が手作業で等級分けし

箱詰め）

共同選果
（共同選果場で機械が選果・

箱詰め）

メリット 手数料がかからない
鮮度が良い状態で市場へ
精度・品質が高い選果が可能

個々の生産者の作業時間が減
る

デメリット 長時間労働 手数料がかかる

機械化できる作業は少ないが・・・
↓
大きな産地では共同選果が進んでいる



• 家業の農業の後継として就農する方は、全国で見ても年々減少している。

農業をしたいと思わないので
はないか

◼ 新規参入者：農外からの新規参入

◼ 新規自営農業就農者：
家業の農業を承継又は実家が農家

39



鹿角市のきゅうりの販売
額を増加させるために04

農業分析
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「農業生産」への対応策（内部的）

◆省力化・収量増（ハード）
・スマート農業推進事業（拡充）
・各種機械等導入支援に関する事業（継続）
【期待する効果】高齢化への対応。収量・品質の増加。

◆人手不足（ソフト）
・農業サポーターマッチング事業（拡充）
【期待する効果】人材確保による生産拡大

41

「流通経路」への対応策（外部的）

◆価格へ転嫁できる取り組み（有利販売）
・農畜産物販売促進事業、アグリビジネス支援事業（継続）
【期待する効果】
プランディング
域内流通（観光・食品製造との連携）
他市場、ふるさと納税、ECサイト
系統出荷（まずはゼロ予算、県・JAと連携）

鹿角市第7次総合計画との関連性 解消したい要因

基本戦略1_活力を生む地域産業・生
業を支える
取組方針1_地域産業の成長を支援し
ます
③効率的な農林業経営による経営安
定と競争力の強化
④生産基盤の整備による農業生産力
の維持・向上

取組方針2_市民等の意欲ある就労・就農を
支援します
③農林業の担い手育成と定着支援

経営戦略1_まちに人・モノ・外貨を呼び
込む
取組方針23_販売重視型農業と６
次産業化を進めます
①、②、③

鹿角市第7次総合計画との関連性 解消したい要因

アルバイトを頼めるほどの収益に
なっていないのではないか

早朝・夜間にアルバイトを頼めな
いのではないか

露地栽培と施設栽培の割合の
適正化ができていないのではな
いか

共同選果（機械化）ができて
おらず、個別選果になっているの
ではないか

農業をしたいと思わないので
はないか

市場が求める高品質
にさらに向かう方法が
あるのではないか

産地リレーが成立して
いないのではないか

◆担い手不足（新規就農者の増加）
・新規就農者育成支援事業（拡充）
【期待する効果】人材確保による生産拡大、



「農業生産」への対応策（内部的）

◆省力化・収量増（ハード）
・スマート農業推進事業（拡充）
・各種機械等導入支援に関する事業（継続）
【期待する効果】高齢化への対応。収量・品質の増加。

◆人手不足（ソフト）
・農業サポーターマッチング事業（拡充）
【期待する効果】人材確保による生産拡大

42

「流通経路」への対応策（外部的）

◆価格へ転嫁できる取り組み（有利販売）
・農畜産物販売促進事業、アグリビジネス支援事業（継続）
【期待する効果】
プランディング
域内流通（観光・食品製造との連携）
他市場、ふるさと納税、ECサイト
系統出荷（まずはゼロ予算、県・JAと連携）

鹿角市第7次総合計画との関連性 解消したい要因

基本戦略1_活力を生む地域産業・生
業を支える
取組方針1_地域産業の成長を支援し
ます
③効率的な農林業経営による経営安
定と競争力の強化
④生産基盤の整備による農業生産力
の維持・向上

取組方針2_市民等の意欲ある就労・就農を
支援します
③農林業の担い手育成と定着支援

経営戦略1_まちに人・モノ・外貨を呼び
込む
取組方針23_販売重視型農業と６
次産業化を進めます
①、②、③

鹿角市第7次総合計画との関連性 解消したい要因

アルバイトを頼めるほどの収益に
なっていないのではないか

早朝・夜間にアルバイトを頼めな
いのではないか

露地栽培と施設栽培の割合の
適正化ができていないのではな
いか

共同選果（機械化）ができて
おらず、個別選果になっているの
ではないか

農業をしたいと思わないので
はないか

市場が求める高品質
にさらに向かう方法が
あるのではないか

産地リレーが成立して
いないのではないか

◆担い手不足（新規就農者の増加）
・新規就農者育成支援事業（拡充）
【期待する効果】人材確保による生産拡大、

生
産
拡
大

既存の生産者支援（生産モデル）

作付け面積増加

単位面積あたりの苗数の増加

単収のさらなる向上・底上げ

労働集約の解消

新規就農者のさらなる増加

生産モデルの構築

研修制度の充実

有利販売を進める（ブランド）

市場分析

知名度を上げる

特色を出す



「農業生産」への対応策（内部的）

◆省力化・収量増（ハード）
・スマート農業推進事業（拡充）
・各種機械等導入支援に関する事業（継続）
【期待する効果】高齢化への対応。収量・品質の増加。

◆人手不足（ソフト）
・農業サポーターマッチング事業（拡充）
【期待する効果】人材確保による生産拡大

43

「流通経路」への対応策（外部的）

◆価格へ転嫁できる取り組み（有利販売）
・農畜産物販売促進事業、アグリビジネス支援事業（継続）
【期待する効果】
プランディング
域内流通（観光・食品製造との連携）
他市場、ふるさと納税、ECサイト
系統出荷（まずはゼロ予算、県・JAと連携）

鹿角市第7次総合計画との関連性 解消したい要因

基本戦略1_活力を生む地域産業・生
業を支える
取組方針1_地域産業の成長を支援し
ます
③効率的な農林業経営による経営安
定と競争力の強化
④生産基盤の整備による農業生産力
の維持・向上

取組方針2_市民等の意欲ある就労・就農を
支援します
③農林業の担い手育成と定着支援

経営戦略1_まちに人・モノ・外貨を呼び
込む
取組方針23_販売重視型農業と６
次産業化を進めます
①、②、③

鹿角市第7次総合計画との関連性 解消したい要因

アルバイトを頼めるほどの収益に
なっていないのではないか

早朝・夜間にアルバイトを頼めな
いのではないか

露地栽培と施設栽培の割合の
適正化ができていないのではな
いか

共同選果（機械化）ができて
おらず、個別選果になっているの
ではないか

農業をしたいと思わないので
はないか

市場が求める高品質
にさらに向かう方法が
あるのではないか

産地リレーが成立して
いないのではないか

◆担い手不足（新規就農者の増加）
・新規就農者育成支援事業（拡充）
【期待する効果】人材確保による生産拡大、

生
産
拡
大

既存の生産者支援（生産モデル）

作付け面積増加

単位面積あたりの苗数の増加

単収のさらなる向上・底上げ

労働集約の解消

新規就農者のさらなる増加

生産モデルの構築

研修制度の充実

有利販売を進める（ブランド）

市場分析

知名度を上げる

特色を出す

①所得向上モデル
②作付け支援
③技術向上・機械化
事例：JA主導型（JAあき
た白神、JAひがしうわ）

〇施設栽培、研修、高所得
事例：移住と組み合わせた
徳島県海部地区「きゅうり
タウン構想」

事例：
JAうご「ブラックきゅうり」
JAあきた白神「白神ねぎ」



• 白神ねぎのブランド化、販売目標１０億を目指し、市場分析を行い、これに合わせた増産体
制を整え、達成した。
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• 生産者を確保し、共同選果に取組。生産量が増え、効率利用→単価向上。
45

きゅうり部会の高齢化
↓
出荷量減少（過去最高額の半分）
・効率化が見込めない
・新規就農者が見込めない
↓

JAえひめ南と共同選果を開始
↓
生産者を確保し、選果機の効率利用
↓

生産量が増え、市場からの引き合い
販売単価向上

課題

課題

対応策

対応策

成果



• きゅうり産地が衰退。産地拡大のため、経営モデルを作り移住者を獲得する構想作成→実行。 46

生産者の高齢化・担い手不足
↓
農家数（最盛期１／４）
・地区全体でも人口流出
↓

JAかいふと行政が協力
↓
「きゅうりタウン構想」
・移住就農を促進
↓

移住就農増（生産者の平均年齢若）
単収向上

[2025目標]
ハウス栽培面積10ha
30t/10aへ単収向上
所得1000万円/30a

課題

課題

対応策

対応策

成果



• 品質が市場で高い評価を受けブランド化。
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今後の鹿角市のきゅうり
の目指す方向05

農業分析
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➢ 生産者の高い技術

⚫ 単収が高い
⚫ 市場ニーズに合わせた規格のきゅうりを

生産する技術
⚫ 市場と協力し、新たな品種を積極的に

生産する技術

これらの強みを活かし、他地域と差別化することで

鹿角産きゅうりの「ブランド化」を図りたい！

◆ これまでの分析から、既にある強みとは・・・・

49



➢ 施設栽培の導入
➢ 出荷期間の延長
➢ 所得の増加
➢ 作業の平準化

＋DX
＋共同選果

●新たな生産モデルをつくる！

• これまで培ってきた高い生産技術を活かし伸ばすことで、生産量の増加を目指す！！

◆他地域との差別化のために・・・・

50
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➢ 生産技術の横展開
➢ 生産者部会の組織力強化
➢ 若者に魅力ある所得の確保
➢ 〃 栽培体系の構築
➢ 就農希望者に向けて、鹿角のきゅうり生産の魅力をPR

＋DX
＋共同選果

●新規就農者の獲得を目指す！

• 新規就農者は身近に高い生産技術を持った、生産者からノウハウを学ぶことができる。
• きゅうり生産は、初期投資が少ないため、取り組みやすい。短期間で成果が出る。

◆他地域との差別化のために・・・・

51
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② 生産量の増加を目指す

産地としての底上げへ！

① 現在の強み

➢ 施設栽培の導入
➢ 出荷期間の延長
➢ 所得の増加
➢ 作業の平準化
＋DX
＋共同選果

➢ 生産技術の横展開
➢ 生産者部会の組織力強化
➢ 若者に魅力ある所得確保
➢ 若者に魅力ある栽培体系の構築
➢ 就農希望者に向けて、鹿角のきゅうり生産の魅

力をPR
＋DX
＋共同選果

☝本日議論していただきたいトコロ

●新たな生産モデルをつくる！ ●新規就農者の獲得を目指す！

➢ 生産者の高い技術

⚫ 単収が高い
⚫ 市場ニーズに合わせた規格のきゅうりを生産する技術
⚫ 市場と協力し、新たな品種を積極的に生産する技術

③ ブランド力の向上

☝本日議論していただきたいトコロ
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活用の現場から06
まとめ
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（１）活動内容

【令和４年】

・ ６月２２日（水）ハンズオン支援「農業の現状分析」（オンライン）

・ ７月１５日（金）ハンズオン支援「jSTATMAPでの直売所分析」（オンライン）

・ ９月２１日（水）ハンズオン支援「農業の現状分析」（オンライン）

・１１月 ２日（水）ハンズオン支援「SWOT分析・仮説の構造化」」（オンライン）

・１１月 ９日（水）ハンズオン支援「課題設定・課題分析・注力テーマの設定・打ち手の検討」

・１１月２４日（木）ハンズオン支援「課題設定・課題分析・注力テーマの設定・打ち手の検討」（オンライン）

・１２月１３日（火）ハンズオン支援「課題設定・課題分析・注力テーマの設定・打ち手の検討」（オンライン）

【令和５年】

・ １月 ６日（金）政策立案ワークショップ打ち合わせ（有識者・内閣府）

・ １月２３日（月）政策立案ワークショップ打ち合わせ（有識者・内閣府）

・ ２月２１日（火）RESASを活用した政策立案ワークショップ

54



（２）取り組みへの感想と効果

• 抱えている業務の課題について、自分の頭だけで考えていたものが、文章や図などにわ
かりやすく落とし込むことができた。

• 課題解決に向けてどのようなツールや考え方を用いればよいか、実践を通しながらしっか
りと学ぶことができた。

• 課題解決に向けて、周囲や関係者の協力を引き出したり、良い意味で巻き込んでいく
ことが必要であることが理解できた。

• 行政側の視点だけではなく、施策の先の市民（今回はキュウリ生産者）の利益になる
こと、この点からぶれないように、考え方を導いていただきながら、課題とうち手を深堀する
ことができた。

• 施策の本質である、良い意味での行動変容にどのようにしたらつながるか、ワークショップ
の際にこの視点から外れないような資料に作りこむことができた。

• RESASはもとよりRESAS外のツールの活用についても指導いただいた。この活用と考え
方は一部門だけではなく、市役所内に広めていきたい。
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STAFF

【東北経済産業局】

企画調査課 企画係長 小林 将隆様

企画調査課 地域経済分析システム普及活用支援調査員 丹尾 和喜様

企画調査課 地域経済分析システム普及活用支援調査員 山本 雄麻様

企画調査課 地域経済分析システム普及活用支援調査員 福田 剛道様
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SPECIAL THANKS

【産業部】

産業活力課 産業戦略班 政策監兼班長 成田 靖浩

産業活力課 観光交流班 政策監兼班長 黒澤 香澄

農業振興課 ブランド作物推進班 政策監兼班長 阿部 卓也

農業振興課 構造改革推進班 政策監兼班長 佐藤 寛




